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秋
の
収
穫
作
業
も
一
段
落
し
組
合
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
本
土
地
改
良
区
の
運
営
並
び
に
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に

つ
き
ま
し
て
も
格
別
な
る
御
配
慮
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
六
月
、
七
月
と
任
期
満
了
に
伴
う
総
代
、
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

理
事
の
互
選
に
よ
り
不
肖
私
が
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
先
人
が
築

き
上
げ
て
き
た
鹿
妻
穴
堰
の
歴
史
に
恥
じ
ぬ
よ
う
、
こ
の
た
び
就
任
さ
れ
た

総
代
並
び
に
役
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
土
地
改
良
区
運
営
に
全
力
を
尽
く

す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
放
射
能
汚
染
、
歴
史
的
高
値
を

続
け
る
円
高
、
そ
し
て
農
業
の
今
後
が
問
わ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
交
渉
な
ど
、
依
然

と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
大
き
な
問
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
国
難
と
も
言
え
る
状
況
の
時
こ
そ
食
糧
生
産
の
重
要

性
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
い
う
私
た
ち
の
第
一
の
使

命
を
痛
感
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
水
路
の
維
持
管
理
・
更
新
整
備
、

ほ
場
の
基
盤
整
備
な
ど
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

従
い
ま
し
て
今
後
も
国
、
県
、
市
町
及
び
関
係
機
関
の
御
指
導
を
得
な
が
ら
、
最

大
限
努
力
し
新
た
に
創
設
さ
れ
る
事
業
を
積
極
的
に
取
組
み
、
土
地
改
良
水
利
施

設
機
能
の
保
全
・
管
理
並
び
に
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
な
ど
を
取
り
進
め
、
組
合

員
皆
様
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
業
務
に
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

  

言
う
ま
で
も
な
く
用
水
路
を
は
じ
め
と
し
た
土
地
改
良
施
設
は
農
業
に
と
っ

て
文
字
通
り
命
脈
で
あ
り
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
一
方
で

こ
の
重
要
性
は
食
糧
生
産
だ
け
で
な
く
国
土
の
保
全
、
美
し
い
景
観
の
形
成
な

ど
多
面
的
機
能
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
付
加
価
値
を
考
え
た
場
合
、

地
域
の
公
益
的
財
産
と
し
て
農
家
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
に
も
そ
の
恩
恵
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
土
地
改
良
区
で
は
先
人
よ
り
受
け
継
が
れ

る
雫
石
町
鴬
宿
の
２
３
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
水
源
涵
養
林
の
管
理
・
育
成
活
動

を
行
い
、
水
を
使
う
者
自
ら
が
水
源
地
保
護
の
重
要
性
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
農
家

だ
け
が
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
る
だ
け
で
は
決
し
て
進
み
ま
せ
ん
。
い
か
に

農
業
・
農
村
が
社
会
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で
あ
る
か
を
広
く
一
般
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
今
後
も
様
々
な

活
動
を
通
じ
土
地
改
良
区
の
持
つ
役
割
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

現
在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
誰
も
が
不
安

を
抱
い
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
大
切
な
産
業
を
次
世

代
に
引
き
継
い
で
行
く
こ
と
こ
そ
私
た
ち
の
責
務
と
考
え
、
役
職
員
一
丸
と

な
り
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
御
理
解

と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　鹿
妻
穴
堰
土
地
改
良
区

　理 

事 

長
　
　
　髙

　橋

　
　隆

新
理
事
長
就
任
挨
拶
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議長を務める吉田総代

臨時総代会採決の様子

◆ 

提 

出 

案 

件 

◆

◆ 

提 

出 

案 

件 

◆

土
地
改
良
区
功
績
者
表
彰

　

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
四
日
午
後
二
時
よ
り
本
土
地
改
良
区
会

議
室
に
お
い
て
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、
前
総
代
の
土
地
改
良
区

功
績
者
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
議
長
に
吉
田
長
之
総
代
（
盛
岡

市
太
田
地
区
）を
選
出
し
、専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て（
一
般
会
計
）

等
合
わ
せ
て
提
出
議
案
三
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も

可
決
決
定
さ
れ
、
引
続
き
役
員
の
総
選
挙
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
総
選
挙
の
結
果
は
、
7
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

　
前
総
代　

浅　

沼　

午　

郎 

氏

　
前
総
代　

田　

上　

常　

吉 

氏

　

     　
　
　
平
成
３
年
６
月
21
日 

総
代
就
任　

在
任
20
年

　
前
総
代　

田　

中　

清　

一 

氏

　
前
総
代　

山　

本　

正　

雄 

氏

　
前
総
代　

中　

村　

定　

夫 

氏

　
前
総
代　

吉　

田　

譲　

二 

氏

　

 　

 　
　
　

 

平
成
11
年
６
月
21
日 

総
代
就
任　

在
任
12
年

　
前
総
代　

川　

村　

行　

男 

氏

　
前
総
代　

小
笠
原　

幸　

一 

氏

　
前
総
代　

五
日
市　

敬　

助 

氏

　
前
総
代　

吉　

田　
　
　

實 

氏

　

 　

 　
　
　

 

平
成
15
年
６
月
21
日 

総
代
就
任　

在
任
８
年　

　
前
総
代　

藤　

澤　

喜
一
郎 

氏

　
前
総
代　

長　

沢　

正　

明 

氏

　
前
総
代　

藤　

澤　

精　

悦 

氏

　
前
総
代　

照　

井　

隆　

恒 

氏

　

 　

 　
　
　

 

平
成
19
年
６
月
21
日 

総
代
就
任　

在
任
４
年

　
前
理
事
長　

舘　

澤　

宏　

邦 

氏

　
　

  　
　
　
　

昭
和
42
年
６
月
18
日 

総
代
就
任

　
　

  　
　
　
　

昭
和　

年
７
月
５
日 

理
事
就
任

　
　

  　
　
　
　

平
成
７
年
７
月
８
日 

理
事
長
就
任　

在
任　

年

　

 

前
理
事　

藤　

原　
　
　

晃 

氏

　
　

 　
　
　
　

 

平
成
３
年
６
月
21
日 

総
代
就
任

　

 　

 　
　
　

  

平
成
19
年
７
月
８
日 

理
事
就
任　

在
任
20
年

　
前
監
事　

吉　

田　

光　

彌 

氏

　
　

 　
　
　
　

 

平
成
11
年
６
月
21
日 

総
代
就
任

　
　

  　
　
　
　

平
成
18
年
６
月
19
日 

監
事
就
任　

在
任
12
年

　
前
監
事　

菅　

原　

義　

隆 

氏

　
　

 　
　
　
　

 

平
成
11
年
６
月
21
日 

総
代
就
任

　
　

  　
　
　
　
平
成
21
年
９
月
14
日 

監
事
就
任　

在
任
12
年

議
案
第
35
号　

 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
一
般
会
計
）

議
案
第
36
号　

 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
特
別
会
計
財
政
調
整

基
金
積
立
金
）

議
案
第
37
号　

 

役
員
の
総
選
挙
に
つ
い
て

議
案
第
38
号　

 

平
成
22
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
、
平
成
22
年
度
各

特
別
会
計
収
入
支
出
決
算
及
び
平
成
22
年
度
事
業
報
告
並

び
に
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て

議
案
第
39
号　

 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
一
般
会
計
）

議
案
第
40
号　

 

専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て
（
特
別
会
計
財
政
調
整
基
金
積
立
金
）

議
案
第
41
号　

 

国
営
施
設
機
能
保
全
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
42
号　

 

戦
略
作
物
生
産
拡
大
関
連
基
盤
緊
急
整
備
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
43
号　

 

地
域
水
資
源
有
効
利
用
促
進
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

議
案
第
44
号　

 

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
45
号　

 

農
林
漁
業
資
金
の
借
入
に
つ
い
て

議
案
第
46
号　

 

平
成
23
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
第
３
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
47
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
造
林
事
業
収
入
支
出
第
１
次
補
正

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
48
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
土
地
改
良
事
業
維
持
管
理
地
区
収

入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
49
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
県
営
土
地
改
良
事
業
償
還
地
区
収

入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
50
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
県
営
徳
田
第
二
地
区
土
地
改
良
事

業
収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
51
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
県
営
下
矢
次
地
区
土
地
改
良
事
業

収
入
支
出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
52
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
西
部
地
区
土
地
改
良
事
業
収
入
支

出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
53
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
農
地
転
用
等
決
済
金
収
入
支
出
第

１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
54
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
職
員
退
職
死
亡
給
与
基
金
収
入
支

出
第
１
次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
55
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計
財
政
調
整
基
金
積
立
金
収
入
支
出
第
３

次
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
56
号　

 

平
成
23
年
度
特
別
会
計

                  

維
持
管
理
補
償
費
積
立

                  

金
収
入
支
出
第
１
次
補

                  
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
57
号　

 
平
成
23
年
度
特
別
会
計
県

                    

営
事
業
費
償
還
準
備
積
立

                    

金
収
入
支
出
第
１
次
補
正

                    

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
58
号　

 

リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

●
表
彰
状

●
表
彰
状

●
感
謝
状

●
表
彰
状(

特
別
表
彰)

●
感
謝
状

42

44

平成23年6月24日 表彰平成23年9月9日 表彰

臨
時
総
代
会 

開
催

平
成
二
十
三
年 

六
月 

二
十
四
日

　開
催

平
成
二
十
三
年 

九
月 

九
日

　開
催

　

平
成
二
十
三
年
九
月
九
日
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
本
土
地
改
良
区
会

議
室
に
お
い
て
臨
時
総
代
会
が
開
催
さ
れ
、
前
役
員
の
土
地
改
良
区
功
績

者
表
彰
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
議
長
に
吉
田
長
之
総
代
（
盛
岡
市
太
田
地

区
）
を
選
出
し
、
平
成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
収
入
支
出
決
算
、
平
成
二

十
二
年
度
各
特
別
会
計
収
入
支
出
決
算
及
び
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報

告
並
び
に
財
産
目
録
の
承
認
に
つ
い
て
等
合
わ
せ
て
提
出
議
案
二
十
一

議
案
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
い
ず
れ
も
可
決
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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■ 一　般　会　計

借入金
3.1％
借入金
3.1％

雑収入等
8.4％
雑収入等
8.4％

補助金等
11.1％
補助金等
11.1％

繰入金 28.8％繰入金 28.8％

受託料
1.1％
受託料
1.1％

繰越金
4.8％
繰越金
4.8％

収　入
405,096,261円

収　入
405,096,261円

収　入
405,096,261円

収　入
405,096,261円

組合費
42.7％
組合費
42.7％

項　目 金　額（円） 割合（％）
組 合 費 172 , 9 4 5 , 2 9 0 4 2 . 7
雑 収 入 等 34 , 1 0 5 , 8 4 9   8 . 4

財 産 収 入 3 , 6 7 4 , 4 7 0  
使 用 料 23 , 8 1 8 , 7 3 0  
雑 収 入 6 , 6 1 2 , 6 4 9  

借 入 金 12 , 4 2 5 , 0 0 0   3 . 1  
補 助 金 等 45 , 0 8 2 , 7 2 9  1 1 . 1

補 助 金 12 , 5 2 1 , 0 2 9  
交 付 金 16 , 3 3 0 , 0 0 0  
負 担 金 16 , 2 3 1 , 7 0 0  

繰 入 金 116 , 5 3 9 , 9 4 5   2 8 . 8
受 託 料 4 , 5 1 3 , 6 5 0  1 . 1  
繰 越 金 19 , 4 8 3 , 7 9 8  4 . 8  

計 405 , 0 9 6 , 2 6 1  1 0 0 . 0  

● 収　入

項　目 金　額（円） 割合（％）
事　 務　 費 88 , 1 4 2 , 6 5 9  2 2 . 9  
選 挙 費 0 0 . 0  
維持管理事業費 52 , 7 7 1 , 5 3 9  1 3 . 7  
土地改良事業費 9 , 7 3 0 , 0 0 0  2 . 5  
財　 産　 費 26 , 4 0 5 , 8 5 0  6 . 9  
組合費徴収対策費 4 , 2 4 2 , 2 4 4  1 . 1  
借 入 償 還 金 123 , 9 2 3 , 3 7 0  3 2 . 3
繰　 出　 金 43 , 5 6 4 , 8 6 0  1 1 . 3  
受 託 事 業 費 4 , 5 1 3 , 6 5 0  1 . 2
負 担 金 等 30 , 9 4 1 , 7 1 8  8 . 1

負 担 金 14 , 4 5 3 , 5 0 0  
拠 出 金 2 , 6 3 3 , 4 0 0  
諸 支 出 金 13 , 5 6 1 , 2 0 6  
補 償 費 0 
過 年 度 支 出 金 73,612 
補 助 金 220 , 0 0 0  

計 384 , 2 3 5 , 8 9 0  1 0 0 . 0  

● 支　出

支　出
384,235,890円

支　出
384,235,890円

支　出
384,235,890円

支　出
384,235,890円

事務費
22.9％
事務費
22.9％

維持管理事業費
13.7％

維持管理事業費
13.7％

土地改良事業費
2.5％

土地改良事業費
2.5％財産費

6.9％
財産費
6.9％

組合費徴収対策費　　
　　  　　　1.1％　　
組合費徴収対策費　　
　　  　　　1.1％　　

借入償還金
 32.3％
借入償還金
 32.3％

繰出金 11.3％繰出金 11.3％

受託事業費
  　1.2％
受託事業費
  　1.2％

負担金等
8.1％
負担金等
8.1％

※① 内訳
会　計　名 収入額（円） 支出額（円） 繰越額（円）

土
地
改
良
事
業

土地改良事業維持管理地区※① 21,815,309 8,083,321 13,731,988
土 地 改 良 事 業 償 還 地 区 ※② 78,904,271 71,417,618 7,486,653
県 営 徳 田 第 二 地 区 57,975,970 57,202,012 773,958
県 営 下 矢 次 地 区 194,182,069 193,536,548 645,521
西 部 地 区 69,491,482 67,219,620 2,271,862

造 林 事 業 2,789,582 2,773,839 15,743
農 地 転 用 等 決 済 金 570,814,491 200,105,198 370,709,293
職員退職死亡給与基金 73,846,000 0 73,846,000
財 政 調 整 基 金 積 立 金 185,541,287 16,875,473 168,665,814
維持管理補償費積立金 62,498,798 6,325,000 56,173,798
県営事業費償還準備積立金 105,192,777 0 105,192,777

計 1,423,052,036 623,538,629 799,513,407

■ 各地区特別会計
会計名 収入額（円） 支出額（円） 繰越額（円）

団 体 営 不 動 地 区 2,332,309 721,040 1,611,269
団 体 営 和 味 地 区 982,417 82,630 899,787
県営煙山第一地区 4,308,330 1,671,840 2,636,490
県営煙山第三地区 4,443,915 1,565,159 2,878,756
県 営 不 動 地 区 2,456,374 2,099,943 356,431
県営南伝法寺地区 2,002,745 1,605,456 397,289
県営矢巾太田地区 1,962,605 337,253 1,625,352
県営紫波中央地区 3,326,614 0 3,326,614

計 21,815,309 8,083,321 13,731,988

一般会計繰越額　　20,860,371円

※② 内訳
会計名 収入額（円） 支出額（円） 繰越額（円）

県営紫波中央地区 13,140,965 13,140,965 0
県営東部徳田地区 20,276,891 17,197,347 3,079,544
県営太田西部地区 16,095,465 14,913,831 1,181,634
県営煙山西部地区 7,043,807 5,205,210 1,838,597
県営盛岡西部地区 22,347,143 20,960,265 1,386,878

計 78,904,271 71,417,618 7,486,653
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項　　　　目 金　　　　額（円）
現金及び預金 4 5 , 7 8 6 , 0 9 6
未収賦課金 2 , 7 9 2 , 1 9 0

一 般 会 計 未 収 賦 課 金 1 , 9 4 0 , 3 0 0
特 別 会 計 未 収 賦 課 金 8 5 1 , 8 9 0

積立金 7 7 4 , 5 8 7 , 6 8 2
財 政 調 整 基 金 積 立 金 1 6 8 , 6 6 5 , 8 1 4
維 持 管 理 補 償 費 積 立 金 5 6 , 1 7 3 , 7 9 8
県 営 事 業 費 償 還 準 備 積 立 金 1 0 5 , 1 9 2 , 7 7 7
農 地 転 用 等 決 済 金 積 立 金 見 返 預 金 3 7 0 , 7 0 9 , 2 9 3
職 員 退 職 死 亡 給 与 基 金 積 立 金 見 返 預 金 7 3 , 8 4 6 , 0 0 0

株式及び出資金 3 , 2 9 2 , 5 0 0
貸付金（国･県営事業費地元負担金内部運用） 1 1 0 , 8 5 8 , 4 0 8

計 9 3 7 , 3 1 6 , 8 7 6

項　　　目 数　　　量 金　　　額（円）
土　地 2 , 3 3 4 , 8 8 6 . 7 1 ㎡ 1 0 7 , 3 6 1 , 4 6 0

事 務 所 敷 地 2 , 6 3 1 . 0 0 ㎡ 7 9 , 8 9 7 , 3 0 4
山 林 2 , 3 3 0 , 1 3 2 . 7 1 ㎡ 1 9 , 5 8 1 , 0 9 1
公　　園（頭首工周辺） 2 , 1 2 3 . 0 0 ㎡ 7 , 8 8 3 , 0 6 5

建　物 1 , 2 2 3 . 4 6 ㎡ 2 4 3 , 4 6 6 , 1 0 0
事 務 所 1 , 1 8 3 . 8 0 ㎡ 2 4 3 , 3 7 1 , 1 0 0
山 林 管 理 人 詰 所 3 9 . 6 6 ㎡ 9 5 , 0 0 0

備　品 8 1 2  点 3 6 , 7 5 3 , 3 5 1
計 3 8 7 , 5 8 0 , 9 1 1

●  流動資産

●  固定資産

項　　目 金　額（円） 償還期限 事業施行年度

国営かんぱい事業 27,154,373 H29 Ｈ元～Ｈ10

県営かんぱい事業
（盛岡南部地区） 89,198,249 H29 Ｈ7～Ｈ15

県営かんぱい事業
（鹿妻新堰地区） 12,425,000 H42 Ｈ22～Ｈ27

県営東部徳田地区 17,305,687 H25 Ｈ5～Ｈ11

県営太田西部地区 90,489,472 H29 Ｈ8～Ｈ13

県営煙山西部地区 68,617,959 H37 Ｈ9～Ｈ16

県営盛岡西部地区 129,550,819 H29 Ｈ7～Ｈ18

県営徳田第二地区 30,056,000 H40 Ｈ17～Ｈ25
予定

県 営 下 矢 次 地 区 7,000,000 H40 Ｈ20～Ｈ25
予定

計 471,797,559

年度 項　目 調定額（円） 収入額（円） 未収入額（円） 収入歩合（％）

H22 一 般 会 計 174,252,660 172,945,290 1,307,370 99.24

H22
特別
会計

団体営不動地区 465,670 465,670 0 100.00

団 体 営 和 味 地 区 78,380 78,380 0 100.00

県営煙山第一地区 818,090 818,090 0 100.00

県営煙山第三地区 1,053,110 1,045,490 7,620 99.27

県 営 不 動 地 区 1,877,010 1,876,670 340 99.98

県営南伝法寺地区 1,502,860 1,501,430 1,430 99.90

県営紫波中央地区 9,792,110 9,786,810 5,300 99.94

県営矢巾太田地区 394,680 394,680 0 100.00

県営東部徳田地区 17,306,500 16,638,860 667,640 96.14

県営煙山西部地区 5,334,240 5,304,160 30,080 99.43

県営盛岡西部地区 3,988,550 3,950,900 37,650 99.05

過年度
H14～
H21

一 般 会 計 1,491,910 858,980 632,930 57.57

各地区特別会計 681,360 579,530 101,830 85.05

計 219,037,130 216,244,940 2,792,190 98.72

●  借入金 ●  賦課金の納入状況

平成₂₃年₅月₃₁日調製
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　平成23年6月5日、任期満了による総代総選挙が執り
行われ、無投票により、下記の方々が当選され、6月
21日就任しました。任期は、平成23年6月21日から平
成27年6月20日までの４年間です。

新 総 代 の 紹 介
◆ 総代名簿

選挙区 氏　　名 住　　　　所 新・再 所属委員会

第１区

（太田）

佐々木善則 盛岡市上太田樋ノ口３５番地 新 山

田上　哲也 盛岡市上太田痩野１番地 新 山

南幅　正一 盛岡市中太田官台７５番地 再 事

天沼　又蔵 盛岡市上太田四ツ家８７番地１ 新 山

井上　英和 盛岡市下太田沢田７５番地 再 水

田貝　康雄 盛岡市上鹿妻田貝４５番地 再 水

舘澤　　実 盛岡市上鹿妻切付５１番地 再 事

平賀　正男 盛岡市猪去外久保４２番地１ 再 水

舘澤　清巳 盛岡市猪去大橋２４番地 再 総

齋藤　　進 盛岡市上太田松ノ木９番地２ 再 事

吉田　長之 盛岡市中太田小沼１３４番地１ 再 総・評

第２区

（本宮）

越場　　茂 盛岡市本宮字上越場２２番地１ 再 水

宮野　勇夫 盛岡市本宮字鬼柳７３番地２ 再 水

藤村　悌豈 盛岡市本宮字荒屋１７番地１ 再 総・評

浅沼　賢治 盛岡市向中野字道明４３番地２ 再 事

浅沼　祐蔵 盛岡市下鹿妻字西田６２番地１ 再 事

野嵜　好平 盛岡市向中野字向中野１５番地２ 新 山

第３区

（飯岡）

猿舘　宣明 盛岡市下飯岡１地割６１番地 再 総

小笠原春夫 盛岡市永井１５地割６２番地２ 再 総

熊谷　四男 盛岡市湯沢１９地割６６番地１ 再 事

三上　信吉 盛岡市羽場１地割５６番地 再 山・評

寺舘　金助 盛岡市上飯岡１０地割４３番地 新 事

佐々木　正 盛岡市羽場１１地割１６番地 再 水

藤澤　一公 盛岡市湯沢５地割４３番地 再 山

浅沼　伸悦 盛岡市飯岡新田３地割９０番地２ 新 事

小笠原健司 盛岡市永井１１地割３９番地１ 新 山

浅沼　兵作 盛岡市下飯岡１９地割１９番地 新 総

大志田　明 盛岡市永井１９地割５４番地 再 水

中村　秋男 盛岡市上飯岡２１地割４９番地 再 水

第４区

（見前）

長澤　德司 盛岡市東見前４地割１８番地２ 再 事

吉田　勘悦 盛岡市津志田３地割３５番地 再 水

藤澤　通隆 盛岡市三本柳１８地割１８番地 新 山

藤澤　邦夫 盛岡市西見前１３地割８４番地 再 総・評

吉田　信夫 盛岡市三本柳９地割３４番地１ 新 水

吉田　長明 盛岡市西見前４地割１８番地 新 事

選挙区 氏　　名 住　　　　所 新・再 所属委員会

第5区

（煙山）

村松　武夫 紫波郡矢巾町大字広宮沢第５地割１１３番地１ 再 事

高橋　秀一 紫波郡矢巾町大字煙山第１４地割６６番地 再 水

笹森　　正 紫波郡矢巾町大字煙山第７地割５０番地 再 山

花立　孝志 紫波郡矢巾町大字南矢幅第１３地割７０番地４ 再 総

髙橋　正春 紫波郡矢巾町大字赤林第１７地割４３番地 再 山

長沼　輝美 紫波郡矢巾町大字上矢次第３地割３４番地 再 水

白澤　和人 紫波郡矢巾町大字煙山第２９地割７５番地 再 山

藤原　孝人 紫波郡矢巾町大字南矢幅第７地割１１６番地 新 水

村松　孝雄 紫波郡矢巾町大字赤林第７地割５９番地 再 総

中野　誠雄 紫波郡矢巾町大字広宮沢第１地割１７０番地 再 事・評

川村　松夫 紫波郡矢巾町大字下矢次第３地割３０番地 新 事

第6区

（不動）

藤原　洋一 紫波郡矢巾町大字白沢第７地割４３番地 再 事

高橋　義幸 紫波郡矢巾町大字和味第１５地割１９番地１ 再 水

菅原　勝利 紫波郡矢巾町大字太田第１３地割４５番地１ 再 事

大坊　義夫 紫波郡矢巾町大字岩清水第１４地割４６番地 再 総・評

室岡　正二 紫波郡矢巾町大字室岡第１２地割３１番地８ 再 総

室月　敬一 紫波郡矢巾町大字北伝法寺第４地割２４番地 再 水

山﨑　政治 紫波郡矢巾町大字北伝法寺第１５地割７０番地４ 新 山

第７区

（徳田）

星川　　稔 紫波郡矢巾町大字土橋第１１地割４６番地 再 総

菊池　治郎 紫波郡矢巾町大字間野々第１３地割３０番地 再 水

佐藤　峯徳 紫波郡矢巾町大字高田第１５地割８番地 再 総・評

吉田　　孝 紫波郡矢巾町大字間野々第１１地割８４番地 新 水

宮田　　昇 紫波郡矢巾町大字藤沢第３地割６４番地 新 水

藤原　敏光 紫波郡矢巾町大字東徳田第１１地割１４８番地 再 事

米倉　彰一郎 紫波郡矢巾町大字北郡山第７地割２番地１ 再 山

川村　輝夫 紫波郡矢巾町大字東徳田第６地割７番地３ 再 事

川村　省一郎 紫波郡矢巾町大字西徳田第３地割１１６番地１ 新 事

第８区
（水分） 橋本　正成 紫波郡紫波町宮手字久々舘９６番地２ 再 事・評

第9区

（古館）

長谷川喜三郎 紫波郡紫波町陣ヶ岡字幅１１３番地 再 水

村上　　一 紫波郡紫波町二日町字田中前８０番地 再 事・評

本田　芳起 紫波郡紫波町高水寺字稲村５２番地１ 新 山

合　   計　　 66 名　

所属委員会：総は総務委員会、事は事業委員会、水は水利委員会、

山は水源涵養管理委員会、評は評価委員会を表します。

平成23年7月8日現在

⑥
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平
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臨
時
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代
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に
お
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て
任
期
満

了
に
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う
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員
の
総
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挙
が
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り
行
わ
れ
、
下
記
の
方
々
が
当
選
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り
、
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三
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八
日
開
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の
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事
会
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お
い
て
髙
橋
隆
氏
が
理
事
長

に
互
選
さ
れ
、
ま
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同
日
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に
互
選
さ
れ
ま
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た
。

 

前
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　善
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河
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正
夫

　兼
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後
列
右
か
ら

　菅
原

　秀
悦

　藤
原

　弘
也

　野
崎

　幸
雄

　小
笠
原
安
彦

　浅
沼

　駒
三

　田
上

　常
吉

　熊
谷

　芳
明

役 職 名 氏　　名 住　　　　所 新･再 担当委員会

理 事 長 髙　橋　　　隆 紫波郡矢巾町大字煙山第19地割30番地 再

理　　事 浅　沼　駒　三 盛岡市下飯岡17地割64番地2 再 ◎ 総務委員会
　 評価委員会

理　　事 兼　平　定　志 盛岡市永井19地割38番地1 再 ◎ 水源涵養管理委員会

理　　事 藤　原　善　一 紫波郡矢巾町大字間野々第14地割61番地2 再 ◎ 水利委員会

理　　事 長谷川　與　悦 紫波郡紫波町中島字下長根23番地 再 　 水利委員会

理　　事 藤　澤　喜一郎 盛岡市三本柳12地割21番地2 新 　 総務委員会
　 評価委員会

理　　事 小笠原　安　彦 紫波郡矢巾町大字赤林第17地割106番地 再 ◎ 事業委員会

理　　事 野　崎　幸　雄 盛岡市向中野字野原10番地1 再 　  水源涵養管理委員会

理　　事 田　上　常　吉 盛岡市上太田若宮15番地4 新 　 事業委員会

理　　事 藤　原　弘　也 紫波郡矢巾町大字白沢第7地割55番地 再 ◎ 評価委員会
　 総務委員会(会計担当)

総括監事 下河原　正　夫 紫波郡矢巾町大字高田第15地割32番地3 再

監　　事 熊　谷　芳　明 盛岡市上太田下中屋敷22番地 再

監　　事 菅　原　秀　悦 紫波郡紫波町南伝法寺字下高木47番地4 新

※ 担当委員会：◎は各委員長を表します。

（役員任期　平成23年7月8日～平成27年7月7日）

新
役
員
の
紹
介

⑦

　前理事長舘澤宏邦氏が、平成23年度盛岡市市勢振興功労者表彰を受章され、去る11月3日盛岡市中央公民館に
おいて、表彰式が執り行われました。
　舘澤氏は昭和42年に当土地改良区総代並びに理事に就任し、平成７年から理事長に就任され、国･県営かんが
い排水事業や畑地帯総合整備事業等に取り組むとともに、雫石川水源保護のため水源涵養林育成や森林の適正管
理に関する啓発活動を行うなど、農業生産の基盤強化と環境整備に尽力され、このたびの受章となりました。

前理事長舘澤宏邦氏が盛岡市市勢振興功労者表彰を受章



平成23年11月18日 鹿 妻 穴 堰・第79号 ⑧

　

去
る
三
月
十
一
日
発
生
の
東
日
本
大

震
災
で
は
、
当
区
管
内
の
土
地
改
良
施

設
で
も
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
破
損
な
ど
多

く
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
が
、
迅
速
な

対
応
と
関
係
機
関
の
協
力
に
よ
り
早
急

に
復
旧
が
行
わ
れ
、
春
の
通
水
を
支
障

な
く
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
営
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

に
よ
り
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
徳
田
第
二

及
び
下
矢
次
の
両
地
区
は
、
平
成
二
十
五
年

度
事
業
完
了
に
向
け
順
調
に
工
事
が
実
施
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

  

本
年
度
は
、
両
地
区
と
も
に
暗
渠
排
水
及

び
補
完
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
土
地
改
良
施
設
の
機
能
低
下

の
防
止･

機
能
回
復
等
の
た
め
、
定
期
的
に

行
う
必
要
の
あ
る
ポ
ン
プ
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー

ル
、
ゲ
ー
ト
の
塗
装
、
用
排
水
路
の
補
修
、

そ
の
他
の
整
備
補
修
及
び
設
備
改
善
を
計
画

的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
で
造
成

さ
れ
た
煙
山
第
一
地
区
第
２
揚
水
機
の
主
ポ

ン
プ
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
、
逆
止
弁
及
び
水

位
計
の
更
新
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

  

昨
年
度
事
業
採
択
と
な
り
ま
し
た
鹿
妻
新
堰

地
区
の
改
修
工
事
が
こ
の
秋
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
今
年
度
は
鹿
妻
新
堰
分
水
工
か
ら
下
流
一

六
六
〇
ｍ
の
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

  

ま
た
、
今
年
度
事
業
採
択
さ
れ
た
太
田
堰
地

区
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
本
格
的
な
改
修

工
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
土
地

改
良
施
設
の
被
害
に
つ
い
て

徳
田
第
二
地
区･

下
矢
次
地
区 

ほ
場
整
備
事
業
の
実
施
状
況

土
地
改
良
施
設
維
持
管
理

適
正
化
事
業
に
つ
い
て

鹿
妻
新
堰
地
区
・
太
田
堰
地
区

の
改
修
工
事
が
始
ま
り
ま
す

県
営
戸
別
所
得
補
償
実
施
円
滑
化
基
盤
整
備
事
業

地    区    名 鹿妻新堰地区 太田堰地区

事  業  主  体 岩      手      県

事業実施期間
平成22年度～平成27年度

（6ヶ年）
平成23年度～平成28年度

（6ヶ年）

事  業  内  容

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾘｭｰﾑ補修
Ｌ＝5,100m

(受益面積210ha)
地域用水機能付加

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾘｭｰﾑ補修
Ｌ＝8,425m

(受益面積236ha)
地域用水機能付加

負  担  割  合 国50%､ 県50%､ 地元25%(盛岡市11%､ 地元14%)

全 体 事 業 費 806,000千円 606,000千円

地    区    名 徳田第二地区 下矢次地区

事  業  主  体 岩      手      県

事業実施期間
平成17年度～平成25年度

（9ヶ年）
平成20年度～平成25年度

（6ヶ年）

事  業  内  容
 区画整理  Ａ＝88.8ha
 暗渠排水  Ａ＝74.1ha
 環境施設            一式 

区画整理  Ａ＝32.3ha
暗渠排水  Ａ＝14.2ha

負  担  割  合 国50%､ 県30%､ 矢巾町10%､ 地元10%

全 体 事 業 費 1,554,100千円 517,000千円

地    区    名 煙山第一地区第２揚水機

事  業  主  体 鹿妻穴堰土地改良区

事  業  内  容
 　　　 　主ポンプ　　  オーバーホール　 　 ２台
　　　  　逆止弁　　　 更　新　　　  ２台
　　　  　水位計　　　 更　新　　　  １式

負  担  割  合 国30％､ 県30％､ 矢巾町30%､ 地元10％

全 体 事 業 費 6,600千円

事業の概要

事業の概要

被 害 の 状 況

事業の概要

　　　　

 ○ 破損カ所数         　 　　 77カ所

 内  訳  パイプライン施設　  36カ所

　　　  開 水 路 施 設 等 　 37カ所

　　　  た め 池 施 設 　  1カ所

　　　  用 水 管 理 施 設 　   3カ所
 地震により破損したパイプライン

平成23年度 事業の実施状況



　
国
に
よ
る
土
地
改
良
事
業
に
よ
り
造
ら

れ
た
農
業
用
用
水
施
設
の
機
能
を
長
期
に

わ
た
り
維
持
す
る
た
め
、
国
が
施
設
の
機

能
診
断
を
行
い
、
土
地
改
良
区
と
と
も
に

施
設
の
長
寿
命
化
に
関
す
る
計
画
を
策
定

し
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
施
設
の
補

修
・
補
強
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
な
お
、
今
年
度
か
ら
３
ヶ
年
で
実
施
す

る
事
業
は
施
設
長
寿
命
化
検
討
調
査
で
あ

り
、
実
際
に
施
設
の
補
修
・
補
強
を
行
う

施
設
機
能
保
全
事
業
は
、
こ
の
調
査
結
果

を
踏
ま
え
、
県
及
び
市
町
と
の
協
議
を
行

い
実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
戦
略
作
物
（
米
、
麦
、
大
豆

等
）
の
作
付
け
が
計
画
さ
れ
て

い
る
地
域
に
お
い
て
、
農
家
の

所
得
向
上
の
た
め
、
緊
急
的

に
、
部
分
的
な
施
設
の
改
修
整

備
を
単
年
度
で
実
施
す
る
事
業

で
あ
り
、
盛
岡
市
下
飯
岡
か
ら

矢
巾
町
北
矢
幅
地
内
ま
で
伸
び

る
鹿
妻
上
堰
（
S
45
〜
S
47
県

営
雫
石
川
二
期
地
区
造
成
）
の

水
路
目
地
補
修
及
び
附
帯
施
設

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　
鹿
妻
穴
堰
頭
首
工
の
適
正

な
取
水
管
理
を
行
う
た
め

に
、
計
測
機
器
の
課
題
及
び

対
策
を
検
討
し
、
機
器
の
概

略
設
計
等
を
実
施
す
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
本
地
区
の
か
ん
が

い
用
水
の
需
給
実
態
に
つ
い

て
調
査
を
行
い
、
今
後
の
営

農
実
態
に
基
づ
い
た
か
ん
が

い
用
水
の
配

水
計
画
を
検

討
す
る
も
の

で
す
。

平成23年度  新規事業の紹介

● 

国
営
施
設
機
能
保
全
事
業

戦
略
作
物
（
米
、
麦
、
大
豆

● 

戦
略
作
物
生
産
拡
大
関
連
基
盤
緊
急
整
備
事
業

● 

地
域
水
資
源
有
効
利
用
促
進
事
業

ゲート劣化状況

水路目地はく離状況

平成23年11月18日鹿 妻 穴 堰・第79号⑨

地    区    名 盛岡南部地区

事  業  主  体 国（農林水産省）

事業実施 期間 平成23年度～平成25年度
(3ヶ年)

事  業  内  容
・機能診断調査
・施設長寿命化計画の作成
・事業計画書(案)の作成

負  担  割  合 　　　　　国 100%  

事 業 費 74,000千円(予定)

地    区    名 鹿妻穴堰地区

水 路 名 鹿妻上堰

事  業  主  体 鹿妻穴堰土地改良区

事業実施 期間 平成23年度

事  業  内  容
水路目地補修及び分水ゲー
ト等整備補修   Ｌ＝6,320ｍ

負  担  割  合 国    50%
地元 50% (矢巾町17%、地元33%)  

事 業 費 35,000千円

地    区    名 盛岡南部地区

事  業  主  体 鹿妻穴堰土地改良区

事業実施期間 平成23年度～平成25年度
 (3ヶ年)

事  業  内  容

・水利用の実態、新たな必

　要用水量の把握
・地区内での用水の再配分の検討
・水資源の有効利用となる
　施設整備の検討及び施設
　の概略設計
・幹線水路から末端ほ場に
　至る配水調整組織のあり
　方及び体制の検討                

負  担  割  合 国 100% 

事 業 費 14,000千円(予定)

… 事 業 の 概 要 …
〔施設長寿命化検討調査〕

… 事 業 の 概 要 …

… 事 業 の 概 要 …
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平
成
23
年
11
月
５
日
午
前
10
時
か
ら
、
盛
岡
市
上
鹿
妻
地
内
の
鹿
妻
本
堰

調
整
池
に
お
い
て
、
生
き
も
の
調
査
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
地
域
の
子
供
た
ち
な
ど
約
80
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

普
段
入
る
こ
と
の
出
来
な
い
調
整
池
に
入
り
、
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
も
魚

や
昆
虫
を
採
取
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
８
月
３
日
に
盛
岡
市
永
井
地
区
を
流
れ
る
鴨
助
堰
に
お
い
て
、
永

井
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
会
主
催
の
水
棲
生
物
観
察
会
が
開
催
さ
れ
、
当
土
地
改

良
区
も
水
路
の
歴
史
や
施
設
管
理
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

晴
天
の
も
と
地
域
の
小
学
生
や

関
係
者
約
85
名
が
、
都
市
部
を
流

れ
る
鴨
助
堰
で
も
様
々
な
生
き
物

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
楽
し

い
観
察
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

観
察
会
後
に
は
錦
鯉
の
放
流
も
行

わ
れ
、
子
供
た
ち
は
、
錦
鯉
が
き

れ
い
な
鴨
助
堰
の
中
で
大
き
く
育

つ
こ
と
を
祈
っ
て
や
さ
し
く
放
流

し
て
い
ま
し
た
。

21 世 紀 土 地 改 良 区 創 造 運 動

鹿
妻
穴
堰
生
き
も
の
調
査

鴨
助
堰
観
察
会
に
参
加
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平
成
23
年
６
月
７
日
に
雫
石
町
鴬
宿
地
内
の
水

源
涵
養
林
内
に
お
い
て
植
樹
体
験
学
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
も
と
盛
岡
市
永
井
小
学

校
４
年
生
児
童
、
永
井
ま
ち
づ
く
り
の
会
の
ほ
か

関
係
者
約
90
名
が
参
加
し
、
慣
れ
な
い
ク
ワ
の
作

業
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
ア
オ
ダ
モ
の
苗
木
を
植

樹
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
10
月
4
日
に
雫
石
町
鴬
宿
地
内
の
水

源
涵
養
林
内
に
お
い
て
枝
打
ち
体
験
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
空
の
も
と
盛
岡
市
立
飯

岡
小
学
校
、
矢
巾
町
立
徳
田
小
学
校
４
年
生
児
童

の
ほ
か
関
係
者
約
80
名
が
参
加
し
水
源
涵
養
林
が

元
気
に
育
つ
よ
う
枝
打
ち
作
業
を
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
10
月
29
日
、
30
日
に
わ
た
り
矢
巾
町

役
場
駐
車
場
等
で
開
催
さ
れ
た
矢
巾
町
秋
ま
つ
り

に
お
い
て
、
水
源
涵
養
林
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
ま
し
た
。

　
展
示
物
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
水
源
涵
養
林

の
紹
介
、
木
の
有
効
利
用
等
を
考
え
る
木
粘
土
の

鉛
筆
作
り
、
森
林
で
作
る
水
の
恩
恵
を
受
け
る
管

内
ジ
オ
ラ
マ
の
展
示
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

平
源
涵

し
ま抜

校
４

関
係

業
に

樹
し

農業用水水源地域保全対策事業

植
樹
体
験
学
習
会

枝
打
ち
体
験
学
習
会

矢
巾
町
秋
ま
つ
り
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動

写真右上： 盛岡市立飯岡小学校
写真左下： 矢巾町立徳田小学校
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本年度賦課金納期限は上記のとおりです。納期限から1ヶ月を過ぎると年14.6％の延滞金が加算され、
納入が遅れるほど延滞金額が多くなり余計な出費となりますので、早めの納入をお願いします。

○賦課金の納入は、便利な口座振替をご利用ください。なお、「口座振替届出書」は岩手中央農協窓口
　にございますので、印鑑（届出印）・口座番号を確認のうえ届出願います。
○口座振替にすると次の利点があります。
　　①賦課金納入のために土地改良区及び農協窓口へ行く手間が省けます。
　　②納入忘れが防げます。
○口座振替の手続きには時間がかかりますので、申込みは早めにお願いします。
○すでに口座振替をご利用の方は、納期限前に必ず残高の確認をお願いします。

賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！賦課金の完納にご協力下さい！！
第１期納期限：平成２3年５月１０日　　第２期納期限：平成２3年１0月31日

賦課金の納入は便利な口座振替で !
口座振替で納入頂いた場合の領収書は、年末に土地改良区から直接郵送いたします。

維持用水の止水について

組合員及び賦課地積の
確認について

　当土地改良区では正確な組合員及び賦課地積の確認のため、組合員
各位へ本広報誌に「組合員及び賦課地積の確認書」を同封しております。
　記載内容をご確認のうえ、平成23年12月26日までに返送願います。

各水路の冬期間の止水期間は下表のとおりです。ご協力をよろしくお願いします。
なお、工事の状況等により変更が生じる場合がありますのでご了承願います。

⑫

広報「鹿妻穴堰」は古紙を含んだ再生紙を使用しています。

水  路  名 止 水 期 間 止 水 理 由
鹿 妻 本 堰 平成23年11月1日から平成23年12月27日まで 施設点検整備のため

太 田 堰 平成23年10月1日から平成24年3月31日まで 県営工事のため

太 田 上 堰 〃 〃

太 田 下 堰 〃 〃

大 堀 堰 平成23年11月1日から平成23年12月27日まで 施設点検整備のため

鹿 妻 新 堰 平成23年10月1日から平成24年3月31日まで 県営工事のため

矢 盛 堰 〃 〃

幹 線 用 水 路 平成23年11月1日から平成23年12月27日まで 施設点検のため

南 川 堰 平成23年10月1日から平成24年3月31日まで 盛岡市河川改修工事及び
国道46号線工事のため

鴨 助 堰 〃 〃

三 本 柳 堰 〃 〃

高 屋 敷 堰 〃 土地改良区工事及び
国道46号線工事のため

鹿 妻 上 堰 平成23年10月1日から平成24年1月20日まで 土地改良区工事のため

見 前 堰 平成23年11月1日から平成23年12月27日まで 施設点検整備のため

小 鹿 妻 堰 〃 〃

西 部 用 水 路 平成23年11月1日から平成24年3月31日まで 非かんがい期のため


